
 

栃木県眼科医会理事会(平成22年度第5回) 

 

日 時：平成23年1月19日（水） 午後7時より 

場 所：宇都宮市医師会館 

 

出席：宮下会長、原(裕)、旭副会長、木村、大久保(彰）、大野、吉沢(徹)、城山、苗加、

福島、落合(憲)、上田、松島(博)、井岡、斉藤(春)、高橋(雄)、斉藤(哲)、堤理事、

松島(雄)監事、柏瀬、茨木、妹尾顧問        計22名 

欠席：大沼、小幡、牧野理事、鈴木(隆)監事、早津、稲葉(光)、田口、斉藤(武)、佐藤

顧問           計 9名 

 

[会長挨拶] 

皆様お忙しいところをありがとうございます。平成23年度が眼科医会にとっていい年

である事を祈っています。今日もかなり議題が多いものですから、なるべく急いで議事

を進めていただきたいと思います。 

 

[総務] 

報告：１．当会理事 斉藤哲也先生(栃木市 さいとう眼科)の母上・斉藤昌子様(80

歳)ご逝去(11月15日(月)) 

会員にFAX連絡 

２．当会会員 金子艶子先生(宇都宮市 金子眼科)の父上・金子善一様(86

歳)ご逝去(11月25日(木)) 

会員にFAX連絡 

３．会員の異動 

勤務先変更   

Ｂ 高橋康子(那須塩原市 伊野田眼科クリニック) 自治医大より 

勤務先の変更と改姓  

Ｂ 堀こずえ(独立行政法人国立病院機構栃木病院) 自治医大より  

(旧姓 石崎) 

転出  Ｂ 中野佳希(自治医大)             群馬県へ 

４．「平成２３年度第１回定例総会における委任状の回収について(依頼)」日
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眼医より送付（1月17日(月)） 

2月15日(火)に定例総会の委任状が本部より送られてくる予定。それを事

務局が各会員宛に配り、回収した委任状を3月末までに日眼医本部に送り

返す予定。今年は定款変更があるので、委任状を全会員の８割以上集め

る必要がある。ぜひ忘れずに提出をお願いしたい。 

 

協議：１．日眼医代議員総務経理合同常任委員会出席の件（1月23日(日)東京プリン

スホテル） 

原(裕)代議員が出席予定。 

２．平成22年度第２回関ブロ支部長会議、関ブロ連絡協議会の出席者と提出

議題（３月６日(日)横浜市ホテルキャメロットジャパン） 

柏瀬顧問、宮下会長、原(裕)副会長が出席予定。提出議題は高校の運動

部などにオルソケラトロジーの勧誘が行われている件について。 

３．平成23年度の永年会員の表彰について（栃眼医会則、施行細則第３章第

２項「20年以上の会員で80歳以上の会員を永年会員として表彰」） 

中静隆先生が該当する。 

４．栃眼医総務部会開催の件 

各理事に担当希望等のアンケートを配り、回収後に開催する。2月15日

(火)宇都宮医師会館で予定。 

５．平成22年度栃眼医会務報告案作成の件 

草案を提示し、理事会で検討を加えた。今後総務部が３月末までに完成

させる予定。 

６．平成23年度栃眼医事業計画案作成の件 

草案を提示し、理事会で検討を加えた。今後総務部が３月末までに完成

させる予定。 

７．入会(転入を含む)希望者について  

B 福井正樹(足利赤十字病院) 全員一致で承認。 

８．日眼医より送付の「入会および会員資格規定アンケート」(1月14日(金))

の件 

事務局にある本県の入会規定を送付予定。 

10．事務局移転について 
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平成23年2月17日(木)より眼科医会事務局が宮下眼科医院から旭眼科内科

クリニックに移転する（電話、FAX番号、メールアドレスは変更なし）。 

 

[経理] 

報告：１．平成22年度栃眼医忘年会収支報告 

収入：会費(Ａ14人、Ｂ12人、業者４人) 240,000円 

支出：ニューイタヤホテル支払い 317,260円  振込手数料    210円 

ピアノ、バイオリン謝礼    40,000円     計     357,470円 

差額の 117,470円を一般会計から補助。 

２．第44回栃眼医研究会収支報告 

収入：会費(Ａ、Ｂ63名、Ｃ１名) 190,500円 

支出：講師御礼 100,000円×２       講師お車代 30,000円×２ 

計     260,000円 

差額の 69,500円を一般会計から補助。 

３．平成22年度日本眼科医連盟交付金について 

会費徴収の経費として徴収額の５％にあたる 66,000円が交付金として振

り込まれた。 

 

協議：１．栃木県アイバンク募金箱の集計作業 

例年通り２月末から参天、千寿の協力で回収を始める予定。 

２．平成22年度栃眼医決算報告案作成の件 

次回、途中経過を報告する予定。 

３．平成23年度栃眼医予算案作成の件  

次回、途中経過を報告する予定。 

 

[学術] 

報告：１．第44回栃眼医研究会開催報告（科研製薬と共催、1月14日(金)宇都宮グラ

ンドホテル） 

「シェーグレン症候群に伴う口腔乾燥症の概念・診断・治療とシェーグ

レン症候群の診断・治療における眼科と歯科の連携」 

岩渕博史先生 
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（ＮＨＯ栃木病院歯科・歯科口腔外科・小児歯科医長） 

「オルソケラトロジー」  

松原正男先生（東京女子医科大学医療センター眼科教

授） 

65名が参加し、盛会のうちに終了。 

 

協議：１．第21回下野眼科談話会の開催の件（獨協医大、万有製薬共催、当会後援、

３月18日(金)小山グランドホテル） 

特別講演として筑波大学准教授 加藤祐一先生を予定。演題は未定。 

２．第61回栃木県眼科集談会開催の件(4月10日(日)自治医大) 

特別講演として京都府立大准教授 横井則彦先生を予定。演題は未定。  

３．第45回栃眼医研究会の開催の件 

平成23年６月24日(金)に開催予定。演題は未定。 

 

[医療安全対策及び福祉]  

報告：１．第73回栃眼医ゴルフコンペ開催報告（11月23日(火)宇都宮カンツリーク

ラブ） 

優勝：田口太郎先生、準優勝：高橋佳二先生。 

２．栃眼医忘年会開催報告（12月3日(金)ホテルニューイタヤ） 

眼科医は29名が出席、盛会のうちに終了。 

 

協議：１．第74回栃眼医ゴルフコンペ開催の件 

平成23年４月17日または24日に宇都宮カンツリークラブで開催予定。 

 

[保険] 

報告：１．第2回栃木県審査委員連絡会開催報告（11月22日(月)宇都宮市医師会館） 

阿久津、鈴木国保審査委員、旭、城山、千葉社保審査委員、井岡、吉澤

健保担当理事が出席。10月31日(日)の健保担当理事連絡協議会議の記録

や、本県の審査状況についての検討を行なった。 

２．薬価基準の追補収載について 

平成22年11月19日(日)告知 
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アイケアミニ点眼液0.3%   科研   角結膜上皮障害治療用点眼剤 

オフロキサシン点眼液0.3%｢ＣＨＯＳ｣  

ＣＨＯ＝マイラン      広範囲抗菌点眼剤 

オフロキサシン点眼液0.3%｢タナベ｣   

長生堂＝田辺三菱＝田辺販売 広範囲抗菌点眼剤 

オペガンハイ0.4眼粘弾剤1%     生化学＝参天    眼科手術補助剤 

オペガンハイ0.6眼粘弾剤1%     生化学＝参天    眼科手術補助剤 

トラニラスト点眼液0.5%「ＪＧ」  

日本ジェネリック アレルギー性結膜炎治療剤 

ヒアールミニ点眼液0.3%               

キョーリンリメディオ＝杏林 角結膜上皮障害治療用点眼剤 

ヒアルロン酸Na点眼液0.1%｢日新｣ 

日新：山形  角結膜上皮障害治療用点眼剤 

ヒアルロン酸Na点眼液0.3%｢日新｣ 

日新：山形  角結膜上皮障害治療用点眼剤 

ヒアレイン点眼液0.3%        参天  角結膜上皮障害治療用点眼剤 

ヒアロンサンミニ点眼液0.3%     

東亜薬品＝日東メディック  角結膜上皮障害治療用点眼剤 

ラタノプロスト点眼液0.005%｢ＮＰ｣   

ニプロファーマ＝わかもと    緑内障・高眼圧症治療剤 

レボブノロール塩酸塩ＰＦ点眼液0.5%  

日本点眼薬   持続性 緑内障・高眼圧症治療剤 

平成22年12月10日告知 

マキュエイド硝子体内注射用40mg    わかもと    眼科手術補助剤 

ジクアス点眼液3%                  参天     ドライアイ治療剤 

ネバナック懸濁性点眼液0.1%       

日本アルコン  非ステロイド性抗炎症点眼剤 

３．新規薬剤の使用量等についての報告 

緑内障新薬0.25mlの場合一回に２本まで。また、ドライアイ治療剤のジ

クアスについては一回処方４本まで、とする。会員に通知済。 
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協議：１．平成23年度第１回健保研究会（4月10日(日)）開催と質問募集について 

例年通り会員宛の出欠ハガキを使用し質問を募集する。 

２．平成23年度全国審査委員連絡協議会（5月29日(日)）への出席者と質問事

項の提出について 

旭副会長が出席予定。質問事項は未定。 

３．メチコバール査定の件 

現在一部の医療機関で、返戻なしでいきなり6か月査定されるような事が

起こっている。これらは眼科審査委員を通さず事務方で機械的に切られ

ているので、会員各位は再審査請求を出してもらいたい。今のところ眼

科審査委員は従来通りの基準で通すようにしている、との事。 

４．任期満了に伴う審査委員交代の件 

城山社保審査委員が今年5月末をもって任期満了で退任となるため、次期

審査委員の選定が必要。2月15日(火)の総務部会で行う事とする。 

５．日眼医より依頼の「眼科診療実態調査 医療機関推薦のお願い」(1月12

日(水))の件 

有床診療所は原(裕)副会長、無床診療所は斉藤(武)顧問、宮下会長、木

村、井岡理事、その他1名を井岡理事が推薦する予定。 

 

 [広報] 

協議： １．関ブロ会報(No40号)の掲載記事 

会長の言葉を宮下会長に、各県便りを原副会長に依頼。その他文芸作品

は昨年の栃木県会報より転載する予定。 

関ブロ会報編集委員会が2月6日(日)新横浜プリンスホテルで開催される。

大野理事が出席予定。 

２．栃眼医事務局への問い合わせについて 

ホームページのアドレスから医療機関へのクレームなどのメールが入っ

てくるが、匿名で攻撃的なものが多く対応に苦慮している。スパムメー

ルへの対応も含め本来の業務に支障を来たさないよう、ホームページか

らアドレスを削除する事で全員の賛同を得た。 

 [公衆衛生] 

報告：１． ＨＩＶ早期発見支援講座の開催について 
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平成23年1月22日(土)、自治医大で開催予定。 

２．日眼医より送付の眼科入局志望者リクルートＤＶＤの件 

眼科入局者の減少は、長期的に見て我が国の眼科の発展に対し危機的状

況である、との事で、眼科リクルート推進会議の発案、主導により本作

が作られた。内容は日本の眼科医療や研究について、最新の業績を紹介

したものとなっている。今後各大学の医局などで使われていく予定。 

 

協議：１．平成23年度「目の健康講座」の開催日程について 

平成23年10月2日(日)に開催予定。講師は獨協医大から派遣される予定。 

 

[医療対策] 

報告：１．平成22年度栃木県ＣＬ販売管理者継続研修会開催報告（12月5日(日)とち

ぎ健康の森講堂) 

93名の申し込みがあり、92名が出席、盛会のうちに終了した。 

２．日眼医より送付の「医師と併設の販売所の管理者の兼務について」のア

ンケートの件 

旭副会長が報告予定。栃木県では認められていない。 

３．日眼医より送付の「Ｊ＆Ｊに関する報告」(1月19日(水))について 

ワンデーアキュビュートゥルーアイが製造工程での不具合によりロット

の一部回収となった件について、Ｊ＆Ｊ社の報告がなされた。それによ

ると自主回収対象製品は8月に約10万箱、10月の追加回収分が約37万箱に

達した。また、同社はワンデーアキュビューとワンデーアキュビューモ

イストについて取引先小売業者に価格の表示を行わないようにさせてい

た件について、12月1日に公正取引委員会より排除措置命令を受けている

が、これについても今後の法令遵守の対策について、報告があった。 

協議：１．平成23年度栃木県ＣＬ販売管理者継続研修会講師について 

平成23年12月4日(日)に開催予定。講師は山口大学医学部臨床教授、ウエ

ダ眼科院長の植田喜一先生を予定。 

 

[勤務医] 

報告：１．第11回全国勤務医連絡協議会出席報告（11月21日(日)東京プリンスホテ
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ル） 

上田理事が出席。午前には、日本専門医制評価・認定機構の池田康夫理

事長の「専門医制度の今後について」の講演。午後には各支部からの提

出議題について討議が行われた。詳細は日本の眼科3月号に掲載予定。 

 

[日眼医連盟] 

報告：１．平成22年度第12回連盟委員会摘録と議員名簿について（12月20日(月)） 

平成22年12月11日(土)開催の委員会での活動報告など。民主党目を守る

議員連盟設立総会への出席や支援議員に対する表敬訪問などについて。 

２．「日眼医連盟委員会平成23年第1回連盟委員会摘録」日眼医連盟より送付

（1月18日(火)） 

平成23年1月8日(土)開催の委員会での活動報告など。みその慎一郎議員

を励ます会出席や、議員の会費(寄付)、パーティ協力の実績についてな

ど。 

以上、詳細は眼科医連盟のホ－ムページに掲載中 

(http://www.gankairenmei.jp/) 

 

[その他] 

報告：１．茨木顧問より。平成23年1月8～9日に第37回水晶体研究会が開催された。 

73名が参加し盛会のうちに終了した。 

 

 

次回理事会は3月16日(水)に開催する。 

以上 

（ 吉 沢  徹 

記） 
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